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こども図書館船事業実行委員会 



令和６年度事業実績報告および収支決算（案） 

 

１ 運航計画案の検討・作成 

（１）運航管理方法 

〇 運航時の安全性と効率性等の観点から、図書館船の運航と管理を一体的に船舶事業者

へ委託することを決定した。 

 

（２）運航時期・場所・回数・企画内容等 

〇 令和６年４月～１１月にかけて島民や書店関係者等で構成するワーキンググループを

計５回開催した。 

 

○ ワーキンググループでの意見交換や、各市町・関係団体等のニーズを踏まえて、運航

時期・場所・回数・企画内容等を決定した。（【参考】「令和７年度事業計画」） 

  

（３）蔵書の収集・選定 

 〇 ㈱安藤忠雄建築研究所、県立図書館及び市町公立図書館等の協力により、県内外から

図書の寄贈を募り、約６千冊の本が寄贈された。 

 

〇 県民のニーズ（アンケート調査等）を踏まえ、寄贈本及び県内公立図書館等からの図

書の推薦の中から、県立図書館の協力を得て、船内に配架する蔵書の選定作業を行った。 

   

  船内蔵書数  約２，０００冊 

  本のテーマ  「せとうちを感じられる５つのテーマ」 

           ・せとうちと「いのち」 

           ・せとうちと「せかい」 

           ・せとうちと「かこ・みらい」 

           ・せとうちと「ゆうき」 

           ・せとうちと「あそび」 

  本のジャンル 絵本、児童図書、図鑑、写真集等 

 

２ 広報・財源確保活動等 

〇 船舶名称は、「こども図書館船 ほんのもり号」に決定した。 

 

○ 図書館船を多くの方に利用いただくため、専用ＨＰやＳＮＳを開設し情報発信を行う

とともに、プロモーション動画を作成し専用ＨＰ等で発信している。 

 

第１号議案 



〇 本プロジェクトの認知度向上を図るため、企画発表会を開催した。 

  開催日 令和６年１２月１８日（水） 

  来場者数 約５００人 

  開催内容 ① ほんのもり号プロジェクト発表会 

          登壇者 香川県知事 池田豊人、安藤忠雄 

       ② 安藤忠雄 基調講演「瀬戸内から世界へ」 

          登壇者 安藤忠雄 

       ③ 島民等によるパネルディスカッション「瀬戸内とほんのもり号」 

          登壇者 うみの図書館 黒川慎一朗 

              NPO 法人男木島図書館理事長 額賀順子 

              三豊市地域おこし協力隊 竹内奈央 

              香川県知事 池田豊人 

 

〇 新聞、雑誌への掲載、県内全小学校に向けたチラシ作成、ラジオ出演、各種集客イベン

トへの参加等により、幅広い層へのプロモーション活動を実施した。 

 

〇 ほんのもり号のロゴを制作し、県民による投票で決定した。 

 

 

 

 

   

〇 当事業の財源確保を図るため、企業版ふるさと納税やクラウドファンディングなどの

財源確保策を実施した。  

   

寄附区分 企業版ふるさと納税 その他法人寄附 
個人ふるさと納税 

ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 

寄附者数 １１社 ２５社 ４７人 

寄附額 9,400 千円 4,750 千円 1,527 千円 

総計 15,677 千円 

 

 

 

 

 

  



令和７年度事業計画 

 

１ 運航計画の概要 

（１）運航時期 

  ○運航開始日は、令和７年４月２４日（木）とする。 

 

○運航時期は、運航時の気候条件等を考慮し、春～秋（４月頃～１１月頃）を基本とする。 

   

○冬季（１２月頃～３月頃）は、高松港において、定期的に係留し、観覧可能な日を設ける。 

 

（２）運航場所（予定） 

 運航場所は、原則として、浮桟橋のある各港とし、離島等の人口及び子どもの数等を考

慮しつつ、離島のみならず、本土側の沿岸市町に運航する。 

 

 ○島しょ部 

  小豆島、豊島、直島、女木島、男木島、与島、本島、広島、高見島、 

佐柳島、粟島、伊吹島 

 ○本土 

  高松市、丸亀市、坂出市、さぬき市、東かがわ市、三豊市、多度津町 

 

（３）運航回数 

春から秋の運航回数は、約４０回程度の運航とする。（別添参照） 

 

（４）乗船人数 

船員を除き１２名以下（県スタッフ等は内数、１２歳未満の子どもは、０．５人換算） 

とし、運航形態は、不定期航路事業とする。   

 

（５）運航時の企画内容（運航時のイベント等） 

瀬戸内の島々などでの読書や体験活動等を通じて、子どもの心の成長を育み、思い出に 

残る体験を提供するとともに、地域内外（島内、島と島、島と本土等）の人々が集い交流で

きるきっかけとなる次の企画を実施する。 

なお、企画の実施にあたっては、企画の立案、実施に際して、地域おこし協力隊を活用

し、公立図書館職員による企画サポートや地域のボランティアなどの協力も募っていく。 

 

○ 「ほんのもり号」クルーズ 

    子どもたちを乗船させて、島の周囲を運航するなど、普段見られない瀬戸内海の姿

を体験できるクルーズを実施する。 

    

○ 図書館船就航記念イベント 

    小豆島や本土側の高松、中讃、西讃、東讃エリアにおいて、ほんのもり号の運航を

契機とした交流拡大を図るため、地域のマルシェなどと連携し、図書館船就航記念イ

ベントを実施する。 

   

○ 島での交流レクリエーション 

    港にパラソルやベンチを広げて青空の下で読書できるパークレットを設置し、そこ

での読み聞かせや手作り作品などのワークショップも実施する。 

参考資料 



    また、島内外から親子連れなどで交流できるレクリエーションを実施する。 

   

○ 幼保・小中学校の行事利用推進 

    県内の子どもたちに利用を推奨するため、幼稚園・保育所、小中学校の行事などで

の活用を推進する。 

    島の幼保・学校については、実施可能なところから順次、普段なかなか行くことの

ない隣りの島同士の子どもたちの交流機会を作る。 

 

２ 広報・財源確保活動等 

（１）広報活動 

   ほんのもり号を多くの方に利用いただくため、専用ＨＰやＳＮＳを積極的に活用し

て寄港情報を発信するとともに、寄港日以外においても、図書館船の認知度を高める

ための幅広いＰＲ活動を行う。 

 

（２）財源確保活動 

  当事業の財源確保を図るため、引き続き、企業版ふるさと納税やクラウドファンデ

ィングなどの多様な財源確保策を実施する。 

 

３ その他 

 令和７年度の運航を通じて、市町や地域のニーズを把握しつつ、令和８年度の運航計画案

を検討する。 

 

  



【春季（４月～６月）】 

●これまでの運航実績 

日時（括弧内は寄港地） 内  容 乗船者数 

(１) ４月２４日（木） 

（高松港） 

 

就航記念式典 

・安藤忠雄氏を招いて、寄附感謝状の贈呈、テープカット

などを実施 

５０ 

 （男木島） 学校行事利用 

・男木小中学校のクルーズやワークショップを実施  

・係留しての一般観覧も実施 

１１ 

(２) ５月 ３日（土） 

（小豆島・北浦港） 

道の駅・大坂城残石記念公園イベント連携 

・「残石ふるさと市」の開催に合わせ、読み聞かせやワー

クショップ等を実施 

１５０ 

(３) ５月１２日（月） 

（多度津港） 

幼稚園行事利用 

・四箇幼稚園、多度津幼稚園のクルーズ 
３０ 

 （坂出港） 学校行事利用 

・西庄小学校、金山小学校のクルーズ 
３８ 

(４) ５月１８日（日） 

（与島） 

本四高速主催「せとうち島旅フェス2025」連携 

・同フェスの開催に合わせ、読み聞かせやワークショッ

プ、島歩きツアー等を実施 

１４８ 

(５) ５月２１日（水） 

（伊吹島） 

保育所・学校行事利用 

・伊吹保育所・小中学校のクルーズやワークショップ 

・係留しての一般観覧も実施 

４０ 

(６) ６月 １日（日） 

（小豆島・草壁港） 

草壁港周辺での地元イベント連携 

・「草壁月市」の開催に合わせ、ワークショップを実施 
１６２ 

(７) ６月１０日（火） 

（直島） 

こども園・学校行事利用 

・直島幼児学園のクルーズ 

・直島小学校のワークショップ 

・係留しての一般観覧も実施 

９３ 

(８) ６月１２日（木） 

（豊島） 

保育所・学校行事利用 

・瞳保育所、豊島小中学校のクルーズやワークショップ 

・係留しての一般観覧も実施 

５８ 

(９) ６月１５日（日） 

（粟島） 

三豊市主催の里海ツアー連携 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

・係留しての一般観覧も実施 

８７ 

 
●今後の運航予定 

日時（括弧内は寄港地） 内  容 

(10) ６月２１日（土） 

（広島） 

(公財)明治百年記念香川県青少年基金事業「ふるさと体験ツアー」連

携 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

・一般参加者を対象としたミニクルーズの実施 

(11) ６月２８日（土） 

（小豆島・田ノ浦） 

二十四の瞳映画村連携 

・クルーズや同施設内を活用した紙芝居やワークショップ等を実施 

(12) ６月２９日（日） 

（女木島） 

女木島イベント連携 

・「MEGI めきめき」の開催に合わせ、読み聞かせやワークショップ等

を実施 

 

 

 

別添 



【夏季（７月～９月）予定】 

 

日時（括弧内は寄港地） 内  容 

(１) ７月 ３日（木） 

（仁尾ﾏﾘｰﾅ） 

学校行事利用 

・仁尾小学校のクルーズ 

(２) ７月１９日（土） 

（本島） 

丸亀市主催の空き家見学ツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(３) ７月２７日（日） 

（高松港） 

本県主催の「せとうち島フェスタ」との連携 

・ワークショップや読み聞かせを実施 

(４) ８月 ２日（土） 

（粟島） 

三豊市主催の船を学ぶツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(５) ８月 ５日（火） 

（男木島） 

本県主催の夏休み自由研究相談教室 

・講座参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(６) ８月 ８日（金） 

（伊吹島） 

本県主催のいりこ工場体験ツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(７) ８月１６日（土） 

（広島） 

丸亀市主催の空き家見学ツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(８) ８月３０日（土） 

（粟島） 

三豊市主催の島散策ツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(９) ９月１０日（水） 

（豊島） 

保育所・学校行事利用 

・瞳保育所、豊島小中学校の利用 

(10) ９月１５日(月・祝) 

（本島） 

丸亀市主催の空き家見学ツアー 

・ツアー参加者を乗せてクルーズ等を実施 

(11) ９月２１日（日） 

（三豊市・宮ノ下港） 

地元主催の「シーサイドマルシェ」との連携 

・ワークショップや読み聞かせ、人気作家による講演会を検討中 

(12) ９月２８日（日） 

(東かがわ市・三本松港) 

三本松地区活性化協議会イベントとの連携 

・ワークショップや読みきかせを実施 

(13) ９月３０日（火） 

（伊吹島） 

保育所・学校行事利用 

・伊吹保育所、伊吹小中学校の利用 

 

 

【秋季（１０月～１１月）】 

 ９月初旬頃までに運航計画を決定し、公表予定 

 

 

【冬季（１２月～３月）】 

 １１月頃までに、係留観覧日を決定し、公表予定 

 



こども図書館船事業実行委員会

（１）収入の部

（単位：円）

科       目 当初予算額 補正後予算額 決算 差額 摘          要

１．負   担   金 12,316,000 18,868,000 18,968,590 100,590

香 川 県 12,316,000 18,868,000 18,968,590 100,590 県への寄附金等の増

２．雑　収　入　等 0 0 691 691

利 息 収 入 0 0 691 691 預金利息

合        計 12,316,000 18,868,000 18,969,281 101,281

（２）支出の部

（単位：円）

科       目 当初予算額 補正後予算額 決算 差額 摘          要

１．事　業　費 11,030,000 13,000,000 12,289,509 -710,491

（１）船舶運航管理費 30,000 0 0 0

（２）蔵書管理費 4,600,000 4,200,000 3,207,174 -992,826 図書購入費の減

（３）企画広報費 6,100,000 8,100,000 8,442,237 342,237
広告費（ＨＰ、映像制作
等）の増

（４）雑　費 300,000 700,000 640,098 -59,902 消耗品費等の減

２．事　務　費 1,016,000 565,000 499,895 -65,105

（１）事務局運営費 816,000 515,000 480,720 -34,280 旅費の減

（２）雑　費 200,000 50,000 19,175 -30,825 消耗品・印刷費の減

３．次期繰越見込額 0 5,303,000 6,179,877 876,877

合        計 12,046,000 18,868,000 18,969,281 101,281

　令和６年度収支決算



第２号議案

（１）収入の部

（単位：千円）

科       目 当初予算額 補正後予算額 差額 摘          要

１．負   担   金 38,830 38,830 0

香 川 県 38,830 38,830 0

２．雑　収　入　等 0 0 0

利 息 収 入 0 0 0

３．繰　越　金 5,303 6,179 876

前 年 度 繰 越 金 5,303 6,179 876 寄附金の増、前年度執行費の減

合        計 44,133 45,009 876

（２）支出の部

（単位：千円）

科       目 当初予算額 補正後予算額 差額 摘          要

１．事　業　費 36,254 36,254 0

（１）船舶運航管理費 20,889 20,889 0

（２）蔵書管理費 2,225 2,225 0

（３）企画広報費 12,640 12,640 0

（４）雑　費 500 500 0

２．事　務　費 2,576 2,576 0

（１）事務局運営費 2,376 2,376 0

（２）雑　費 200 200 0

３．予備費 5,303 6,179 876

5,303 6,179 876

合        計 44,133 45,009 876

　令和７年度６月補正予算（案）


